
 

平成２６年７月１８日 
株式会社  但馬銀行 

 
 
  セキュリティ対策ソフト「ＳａＡＴ Ｎｅｔｉｚｅｎ（サート・ネチズン）」 

の無料提供の開始について 

 
 株式会社 但馬銀行（頭取 倉橋 基）は、平成２６年７月１８日（金）か

ら、当行のインターネットバンキングをご利用いただいているお客さまをスパ

イウェアやウイルス等の脅威からお守りするため、ネットムーブ株式会社が提

供するセキュリティ対策ソフト「ＳａＡＴ Ｎｅｔｉｚｅｎ（サート・ネチズン）」

の無料提供を開始しますので、お知らせいたします。   

 「ＳａＡＴ Ｎｅｔｉｚｅｎ（サート・ネチズン）」は、当行のインターネッ

トバンキングをご利用いただいている間、スパイウェアの侵入やウイルス活動

等を監視し、必要に応じて検知・駆除・遮断を行います。 

 無料でご利用いただけますので、安全対策として是非ご利用ください。 

 詳しい内容、ソフトのインストール等につきましては、こちらをご覧くださ

い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本件に関するお問い合わせ 但馬銀行 ダイレクト営業センター 
０１２０－１６４－３１２ 

受付時間／９：００～１７：００ （月～金） 
※ただし、銀行休業日を除く 

 
 
 

http://www.tajimabank.co.jp/kojin/notice/saat_netizen/index.html
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